
資源、エネルギー、食糧輸入に係る基本認識 

（１）資源 エネルギー 食糧等の輸入における国際競争力の低下

・企業間の連携を促す制度的枠組みが用意されていない 

→（実態：穀物の例） 

（１）資源、エネルギ 、食糧等の輸入における国際競争力の低下

  複数のサイロ会社が同一地域に並んで立地しているにもかかわらず、それぞ

れが独立して輸入・保管を行うため、輸入量が細分化され非効率になっている。 

（２）船舶の大型化への対応の遅れ

・中国・韓国等では、次世代の大型船舶の利用を前提とした港湾開発を国主導で

行っている一方で、我が国の港湾施設の多くは高度経済成長期に作られており、

世界的な船舶の大型化に対応できていない 

→（実態：鉄鉱石の例）（実態：鉄鉱石の例）

  ３０万トン超級輸送船舶に対応可能な水深２３ｍ以上の港湾 

    中国・韓国→大連、曹妃甸、馬迹山、日照、光陽 等  日本→大分港のみ 
ターリエン ツァオフェデアン  マジシャン   リーヂャオ カンヤン 

（３）港湾利用の非効率性 

・航行安全上の理由等から、夜間の時間帯の入出港が制限されている 

・民間主体による効率的かつ弾力的な埠頭運営等が求められている 
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国際バルク戦略港湾政策の目的、目標 

（１）国際バルク戦略港湾政策の目的（１）国際 ルク戦略港湾政策の目的

 大型船舶の活用等により、対象品目を取り扱うアジアの主要港湾と比べて遜色

のない物流コスト・サービスを実現し、それにより我が国の産業や国民生活に必要

（２）国際バルク戦略港湾政策の目標

不可欠な資源、エネルギー、食糧等の物資を安定的かつ安価に供給すること 

（２）国際バルク戦略港湾政策の目標

●２０１５年までに、国際バルク戦略港湾において、現在主力となっている輸送船

舶の満載での入港に対応する舶の満載での入港に対応する。

●２０２０年までに、国際バルク戦略港湾において、パナマ運河の拡張や一括大量

輸送による物流コスト削減を見据え登場する最大級の輸送船舶の満載での入

港 対応する港に対応する。 
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国際バルク戦略港湾の目指すべき姿（政策実現のための具体的方策） 

（１）輸入の効率化のための企業連携の促進 

①複数企業によるターミナルの一体化・共同利用 

②異なる企業間 輸送船舶 共 船

●公募手続きを通じた 
企業連携の促進 

●企業連携を促進するため②異なる企業間での輸送船舶の共同配船

③小口荷主等への内航フィーダー輸送 

●企業連携を促進するため
の社会実験 

【平成２２年度予算：１億円】 

（２）大型船舶に対応した港湾機能の拠点的確保

①最大級の輸送船舶への対応 「選択」した港湾への 
施策 資 「集②国際バルク戦略港湾政策の効果を最大限発揮させ

るための措置 

③荷役機械 荷捌き施設 保管施設の大型化・高機

施策と投資の「集中」 

税制優遇措置等

（３）「民」の視点での効率的な運営体制の確立

③荷役機械、荷捌き施設、保管施設の大型化 高機

能化支援 
税制優遇措置等 

既存施設の有効活用の 
観点からの国有財産の

（４）船舶の運行効率改善のための制限の緩和等

（３）「民」の視点での効率的な運営体制の確立

航行安全対策の上での 

観点からの国有財産の 
貸付制度見直し等 

（４）船舶の運行効率改善のための制限の緩和等
航行安 対策

夜間入港等の制限の緩和 
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国際バルク戦略港湾の選定基準 
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国際バルク戦略港湾の募集要領と選定の手順 

（１）募集要領

①公募対象品目 ： 穀物、鉄鉱石、石炭 

②応募者の要件 ： 目標年次（２０２０年）において、公募対象品目を取り扱うユー

（１）募集要領

② 募者 要件 目標年次（ 年） お 、 募対象品目を取り扱う

ザーが立地・操業している港湾の港湾管理者 

③応募の留意点 ： 複数品目を含む内容も可、荷主等ユーザーとの合意必須、

連携する港湾管理者と要調整連携する港湾管理者と要調整

（２）選定の手順（想定スケジュール） 

平成２２年６月１日  ： 公募 

平成２２年８月３日  ： 締め切り 

成 年 降 応募者から提案 関するプ ゼ平成２２年８月以降 ： 応募者から提案に関するプレゼンテーション

                委員会から応募者あて意見送付 

               再プレゼンテーション再プレゼンテ ション

平成２２年末頃    ： 国際バルク戦略港湾の選定について委員会意見のとりま

とめ、国際バルク戦略港湾の選定 
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